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1  情報教育研究センター 
2  生命科学部 非常勤講師 
3  生命科学部 生命物理科学研究室 
4  PCカンファレンスとは、コンピュータ利用教育学会 CIECが全国大学生協連とともに主催している年次集会で、教職員・学生・
生協職員・企業参加者が教育について経験を交流している。「消費社会、コミュニケーション社会を経て、創造社会に向かってい
る」と定義した伊庭崇准教授の大会長基調公演は、会期中いたるところで話題になっていた。 



















本労働年鑑特集版 太平洋戦争下の労働者状態」（東洋館出版社）に記載されている。  
2) 2017年 8月現在。 
3) 本文中の表 1の中の文献を参考文献として示すときは，表 1の通し番号を（）内に記載して示す。 
4) 岩城正夫（1999）「シンポジウム『食の戦後史』・報告Ⅰ『敗戦後の三種の神器－電気パン焼き器・
タバコ巻き器・米つき器』」，『和光大学人間関係学部紀要』第 4号，pp48-54 
5) 永六輔（1997）「食糧難時代の『電気パン焼き器』」，『毎日新聞』1997年 1月 25日，23面 
6) 岩城正夫「懐かしの電気パン焼き器－実演と試食－」  
http://www013.upp.so-net.ne.jp/tukutte-shaberu/010index.html（最終アクセス 2018年 1月 9日） 
7) 「使用体験のある同僚の先生の手振りでだいたいのサイズと構造を再現しました」（表 1-9）と，
杉原は『おもしろ実験・ものづくり完全マニュアル』に書いている。  
8) 図 1の大学入試センター試験の問題中のグラフでも二コブ型になっている。  
9) いずれの文献も実験の原理について，電解質の存在による電気伝導性，通電によるジュール熱の
発生，炭酸水素ナトリウムの熱分解によるに二酸化炭素の発生などを解説している。文献によっ




https://ameblo.jp/hamgon1971/entry-11949524602.html（最終アクセス 2018年 1月 9日） 
11) 製造メーカーは食品への使用を想定していないのでメーカーが安全保証しているわけではない。 
12) グラファイトシートは業務用が主だが，インターネット上のデンシ電器店で 432円で入手した。 
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図 1 ラーニング・パターンカード：プロジェクト説明資料より 
 
３. プロジェクトの目的 
 プロジェクトを通して、学生たちが獲得する学びは 2 つある。1 つは、情報学を学ぶ学生が、情
報社会における自らの経験を言語化することで、自らの学びを省察することである。2 つめは、ポ
ートフォリオシステムを用いた情報交換の体験を通して、SNS をはじめとする Information 
Communication Technology (ICT)技術の利活用の方法を身につけることである。 
 


























 対象者は 1 年次必修科目「情報科学 II」あるいは 1 年次選択科目「基礎情報学演習 II」履修生
298名を対象とした。内訳は薬学生 50名（16.8％）、生命科学部生 248名（83.2％）である。プロ
ジェクトの実施にあたり、Moodle(Codex)、WebClassおよび Maharaシステムを使用した6。 








 ポートフォリオ内に「No.1 学びのチャンス」、「No.2 つくることによる学び」および「No.3 学び
をひらく」の 3つのルーブリック表を用意し、好きなルーブリックを使用して良いこととした。実
践していない（1 点）、少し実践している（2 点）、実践している（3 点）の 3 段階とした。「入学前
の自分」と「今の自分」および「卒業を迎える自分（目標）」の 3つを評価できる、レーダーチャー
ト機能を用意した。 










みた学生は 135 人（グループ参加者の 57.7％）であった。Step 6 の段階でのポートフォリオの作
成・公開者は 157人（52.7％、グループ参加者の 67.1％）であった。コメントによる交流を行なっ
た学生は 22名（グループ参加者の 7.4％）であった。学部および学科別の結果を表 1に示す。 
 
                                                   
6  Moodle(Codex)は生命科学部、WebClassは情報教育研究センター、Mahara は大学教育再生加速室がそれぞれ運用している教育
用システムである。筆者らは Mahara の運用における導入と Codexおよび WebClassとの連携プログラムの管理に関わっている。 
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生命科学部 p値 分子生命 応用生命 生命医科 他 c p値 d 
① 対象者数       (人) 50 248  71 63 98 16  
③ レポート提出  (%)a 94.0 84.3 0.071 93.0 92.1 84.7 12.5 0.161 
④ Mahara参加  (%)a 74.0 75.4 0.297 76.1 69.8 86.7 25.0 0.029 
⑤ rubric作成     (%)b 70.3 58.3 0.110 38.9 61.4 69.4 50.0 0.002 
⑥ portfolio公開  (%)b 81.1 67.9 0.110 68.5 65.9 70.6 25.0 0.861 
⑥ 相互交流        (%)b 27.0 5.9 0.000 3.7 9.1 5.9 0 0.535 
a 該当者数÷対象者数、b該当者数÷Mahara参加者数、c 2017年度以前の入学、d 3学科の比較 
 







「No. 19 鳥の眼と虫の眼」、入学前では「No. 22 探求への情熱」の評価が高かった(図 3、4)。 
 
図 3 現在の評価が高いパターン        図 4 入学前の評価が高いパターン 
 
  図 5 有意に増えていないパターン      図 6 入学してからの変化が大きいパターン 
ルーブリックNo. カードNo. パターン ルーブリックNo. カードNo. パターン
2 19 鳥の眼と虫の眼 2 22 探求への情熱
3 28 学びの共同体をつくる 3 34 自分で考える
2 20 隠れた関係性から学ぶ 2 19 鳥の眼と虫の眼
1 6 教わり上手になる 3 31 はなすことでわかる
3 29 偶有的な出会い 3 30 ライバルをつくる
ルーブリックNo. カードNo. パターン ルーブリックNo. カードNo. パターン
1 8 外国語の普段使い 2 20 隠れた関係性から学ぶ
1 15 成長の発見 3 29 偶有的な出会い
1 14 言語のシャワー 2 16 動きの中で考える
3 30 ライバルをつくる 3 37 フロンティア・アンテナ
1 9 学びの中の遊び 1 6 教わり上手になる
3 31 はなすことでわかる 3 28 学びの共同体をつくる
3 33 断固たる決意 2 19 鳥の眼と虫の眼
2 22 探求への情熱 2 24 小さく生んで大きく育てる




 反対に、現在も入学前も評価が最も低いのは「No. 8 外国語の普段使い」であった（図 5）。入学
前に比べ平均点が低下していたのは「No. 30ライバルをつくる」のみであった。入学してから現在





























 自然科学や医療を学ぶ本学の学生には、「No. 19 鳥の眼と虫の眼」、すなわち、理論と応用・ミク
ロとマクロといった学問のありようが見え始めている。「No. 30ライバルをつくる」「No.34 自分で
考える」から「No.6 教わり上手になる」「No.20 隠れた関係性から学ぶ」に変化してきている。 
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る。相対的に「No.1 学びのチャンス」が低くなっているが、入学してから半年が経過しても、評価




























[3] Learning Pattern, 慶応義塾大学 SFC伊庭崇研究室コンテンツ作成、株式会社クリエイティブ
シフト冊子制作・販売 
[4] http://learningpatterns.sfc.keio.ac.jp/LearningPatterns2009.pdf 
                                                   
7  学務課が回答している補助金申請のための調査票の中で、ICT を活用した教育研究環境の整備状況の確認がある。教員個々の
取り組みはカウントされず、大学全体としての取り組みのみが調査対象となっている。本学では、LMSの運用が教職員組織によ
り行われてきた経緯があり、事務組織主導で導入した GAKUEN ポータルや Mahara の活用に期待が向けられている。LMSを
活用した個々の教職員の取り組みについても、全学的な取り組みと理解され、評価されるよう強く望んでいる。  
8  ポートフォリオ活用の第一人者である学芸大学 森本研究室の取り組みを見学した。森本研究室に配属された学生は、ゼミ開
催時の資料や研究日報、ブラウジングでみつけた参考資料など、様々なものをポートフォリオ化し、一人では解決が難しい問題
に当たると、ディスカッションのためのポートフォリオを追加作成して、学生が主導して議論を重ねている。 
